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１．はじめに 

 空港の基本施設舗装は滑走路、誘導路、エプロンの３つに大別され、成田国際空港においては航空機が緩速走

行する滑走路、誘導路の一部分および静止荷重の作用するエプロンには連続鉄筋コンクリート（CRC）舗装が採用さ

れている。また、成田国際空港では、資源循環に配慮した空港として建設廃材の発生抑制と有効利用に取り組んで

おり、空港舗装改修工事で発生したコンクリート殻は路盤材への再利用を図っているが、今後の空港容量拡大に伴う

エプロン拡張等に資するため、付加価値の高い CRC 舗装版への適用性についても検討を進めている。ＣＲＣ舗装で

は、版端部より 20～30m が可動領域とされ、それより内側は完全拘束領域と考えられている。横ひび割れは主に、こ

の完全拘束領域に発生し、そのひび割れ間隔は平均的に 70～100cm となることが知られている１）。したがって、再生

骨材コンクリートの CRC 舗装への適用に向けては、舗装用再生骨材コンクリートに要求される曲げ強度や施工性２）だ

けでなく、舗装版としてのひび割れ性状を把握することも重要な要因である。このため、本報文では再生骨材コンクリ

ートを用いた供試体での拘束実験結果の一部を記述する。 

２．再生骨材およびコンクリート配合 

再生骨材コンクリートに使用する再生骨材は、成

田国際空港内のエプロン改修工事より発生したコ

ンクリート殻を用い、再生粗骨材（4020,2005）およ

び再生細骨材に分級している。この再生骨材の性状は「コンクリート用再生骨材 M (JISA5022)」に相当し、実験に使

用したコンクリートの配合は、再生骨材を用いない Vv 配合、再生骨材の使用に応じた Rv、Rvr 配合とした（表－１）。 

３．拘束実験供試体および実験概要 

Vv、Rv、Rvr 配合のコンクリートについてひび

割れ性状を比較するため、図-１に示すように

CRC 舗装版の完全拘束領域を再現した供試体

を作製し拘束実験を行った。供試体寸法は、幅

200mm、高さ 400mm、長さ 6800mm であり、鉄筋

（D25）は供試体の上面から高さの 1/3 に配置し

た。長手方向変位を測定するため、側面（供試

体上面から 1/3 の位置、標点距離 5000mm）に

1/1000mm の変位計をセットした。鉄筋の端部に

は、スクリュージャッキを取り付け、供試体が収縮

およびひび割れ発生による変位を生じた場合に、スクリュージャッキにより鉄筋の引張力を調整することにより変位量

をゼロに制御し、完全拘束状態を模擬している。なお、この時の引張力はロードセルにより検知し、変位量は、コンクリ

ート打設後約１日を経過した時点を初期値とした場合の変位量である。また、側面はアルミ箔粘着テープでシールし

た後、パラフィンを塗布し、供試体底面と H 鋼との接触面にはテフロンシート、ポリエステルフィルムを敷設し摩擦の影

響を極力排除し、拘束力は配置した鉄筋のみによって与えることとした。本実験では、拘束実験のほかに、それぞれ

のコンクリートに対して、拘束実験供試体と V/S を同一にした自由ひずみ測定用供試体(200mm×400mm×600mm)

も作製し、表面から 30mm,200mm,370mm の位置に埋込型ひずみ計を設置した。拘束実験および自由ひずみ測定は、

温度 25℃、湿度 60％に制御された実験室内で行った。 
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表－１ 供試体のコンクリート配合 

図－１ 拘束実験供試体および実験装置 
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４．実験結果 

図-２に自由ひずみ測定用供試体から計測さ

れた Vv、Rv、Rvr に対する収縮ひずみの一例を

示す。Rv、Rvr の収縮量は、1200 日経過した時

点でほぼ等しくその大きさは、約 800×10-6 とな

る。一方、Vv は Rv、Rvr に比べて約 300×10-6

小さい値となった。図－３、４は、Vv、Rv、Rvr の

拘束実験における鉄筋の引張力の経時変化お

よび 1200 日後のひび割れ性状を示したもので

ある。これらの図から、ひび割れ発生本数につ

いては、Vv の供試体が最も少なく、Rv、Rvr の順

に、ひび割れが多くなることがわかる。これは、

Vv に比べ Rｖ、Rvr の収縮量が大きいことや引張

強度が小さいこと２）に起因するものと考えられる。

また、Rｖ、Rvr のひび割れ発生状況をみると、こ

れらの供試体については、断面方向に貫通して

いないひび割れが数本みられるが、これは、コン

クリートの一部に脆弱部が存在することや二次

的なひび割れによるものと考えられる。図－５に

750 日間におけるそれぞれの供試体に発生した

ひび割れ幅の経時変化の一例を示したものであ

る。図中のひび割れ幅は、コンクリートの収縮量

の増加に伴い増大し、他の箇所にひび割れが発生するとその幅は小さくなる。また、Rｖｒと Rv の最大ひび割れ幅は、

ほぼ等しく 0.55mm 以内に制御されている。一方、Vv の最大ひび割れ幅は、0.63mm と Rｖｒ、Rv に比べ大きくなるが、

これは鉄筋の引張力の経時変化、ひび割れ分散性状からも判断できよう。 

 

５．まとめ 

再生骨材コンクリートは、普通コンクリートに比べ 300×10-6 程度収縮量が大きくなり、細骨材に再生骨材を用いた

場合と用いない場合とでは収縮量はあまり変わらない結果となった。再生骨材コンクリートはひび割れが分散し易くな

るが、ひび割れ幅は小さくなる傾向にある。また、ひび割れ幅が制御されていることから、再生骨材コンクリートの場合

でも、鉄筋とコンクリートは十分に付着しているものと推察できる。以上の結果から、今後は、実用化に向けてコンクリ

ートの収縮量の低減化や高強度化を図る必要があると考えられる。 
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図－２ 収縮ひずみの経時変化（表面から 30mm） 

図－３ 拘束実験供試体による鉄筋引張力の経時変化 

図－４ 1200 日経過時のひび割れ性状結果 

図－５ コンクリート種別によるひび割れ幅の経時変化 
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